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消防避難訓練を実施しました

5月29日(月)、特養梅光苑の火災を想定した避難訓練を実施しました。当日は三棟リネン室を火元として訓練

を行いました。ご利用者を所定の場所へ避難誘導を行うとともに、併せて、消防署への通報訓練を行いました。

参加した職員からは、「災害弱者でもあるご利用者をいかに安全に避難させるのかが、私たち介護職の役割で

す。今回は、慌てないで落ち着いて、計画通りに避難・誘導ができたと思います」との感想がありました。

かわばた邸 ６月のイベント情報

毎週 水曜日１０：００～１２：００ 百歳体操（元気いきいきひろば）

金曜日１３：３０～１５：３０ 百歳体操（元気いきいきひろば）

2日(金) １０：００～１１：００ クラッシックＣＤコンサート 末廣様

１０日(土) １３：３０～１５：３０ カフェかわばた 参加費１００円

認知症の方の権利を守るということ 梅光苑 梅本健史副苑長

１２日(月) １３：３０～１５：３０ カフェかわばた 参加費１００円

なんでもおしゃべり会 みんなで楽しくお話ししましょうね

１９日(月) １３：３０～１５：００

オカリナ演奏会 みんなで音色を楽しみましょう 白井様・山崎様

２１日(水) １３：００～１６：３０ 囲碁の会

２８日(水) １３：３０～１５：００ うたごえ喫茶 みんなで歌おう

※水曜日の午後は１６時半までフリータイム おしゃべりでも手芸でもしてみたいことお聞かせください

※新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては変更の可能性があります。

ご確認ください。

梅の収穫をご利用者と一緒に行いました

梅雨入り前の好天に恵まれた5月末、ご利用者とともに「梅もぎ」を行いました。今年は、

裏年ということもあり、収穫量は昨年の七割程度。「今年は、少ないのう」「梅ジュース

にしよう」など笑顔で話していました。外国人技能実習生も「梅もぎ」を楽しみました。

梅はインドネシアにはないということで、どんな味がするのか楽しみにしていました。

7日 (水) お誕生祝善

今月の予定



訪問介護
皆様に長年ご愛顧いただいて参りましたヘルパーステー

ションですが、諸般の事情により誠に勝手ながら令和５年

６月３０日を持ちまして 、業務を終了する運びとなりまし

た。

皆様のご厚情に心から感謝申し上げます。

本当にありがとうございました。

居宅介護支援事業所
感染症の流行で訪問を控えた時期がありましたが、

現在はご自宅に訪問し利用者様とお話をすることが

できています。

直接お会いすることで、表情を見ながら関わらせ

ていただく事ができ、改めて直接かかわりを持つこ

との大切さを感じました。私たちが訪問することで

利用者様が安心され、楽しい時間に感じていただけ

ればと思います。

これからも人と関わる時間を大切にし、その方に

合ったサービスが提供できるようお手伝いさせてい

ただきます。

グループホーム 希望の里
グループホーム全職員、ご利用者様を愛し、家族のよう

に接しています。

一人一人がその人らしく笑顔が溢れる生活が出来るよう

に常日頃から冗談を交えて楽しく暮らせるように心掛けて

います。

私たちが大切にしている事は、介護や援助ではなく、出

来る事（例えば食器洗い等の家事）はご自分でして頂き感

謝の言葉を掛けながら行って貰うことです。

職員と利用者との立場ではなく対等であるようにしてい

ます。

介護側は上から目線になりがちになる事が多いので、そ

こは十分に気を付けるようにしています。

「家族の一員」と思って頂けるように今後もご利用様か

ら信頼・信用が頂けるように接していきたいと考えていま

す。

グループホーム 陶ヶ岳
陶ヶ岳の指針の中に、「ゆったりとした時間の流れ、温

かい家庭的な雰囲気、ひとりひとりが居心地がよいと感じ

られる空間」という言葉があります。

利用者さんと関わっていく中で、この言葉を思い出し、

利用者さんの思いも大切にしながら、日々を過ごしていま

す。

『 わたしたちが 大切にしていること 』

梅の里 かわばた邸（地域連携室）
かわばた邸に来られる皆さんは、いつも元気いっぱいです。

みんなでおしゃべりをしたり体操をしたり、歌を歌ったりする

間にパワーアップして、さらに元気でお帰りになります。

またね～が合言葉！！

『人は人の中で元気になれる』ということを実感する毎日です。

かわばた邸のめざす「輪」「話」「和」を皆さんのお支えで実

践できていると感じています。

コロナ感染症の５類移行で、自主行事も少しずつ再開していま

す。

これからもみんなで楽しく盛り上がりながら、元気エネルギー

を充填していきましょう。

デイサービス

「私たちが、大切にしていること」のお題をい

ただきデイサービスセンター梅光苑の「理念」が頭

に浮かんできました。

デイサービスセンター梅光苑の理念は、

〇 利用者本位・自立支援

〇 敬愛・奉仕・協和

〇 安全・安楽・安心 の三本の矢です。

ご利用者の人権を尊重しご利用者本位の立場から

自己決定に基づく自立に向けたサービスの提供を心

掛けること。

身を引き締めてご利用者を敬い奉仕の心を持ち協

和していくこと。

ご利用者及びご家族の方がデイサービスを利用す

る事で安全・安楽・安心して頂けるよう支援して行

くこと。

この「三本の矢」と「ご利用者の声・ご家族の

声」を大切にこれからもサービス提供をしていきた

いと思います。

これからも宜しくお願いいたします。

ご確認ください。

特別養護老人ホーム梅光苑
「業務の継続」と「ご利用者、職員の安全の確保」を図ります

近年、豪雨災害などの自然災害や新型コロナウイルス感染症拡

大など、社会に大きな影響を与える「災害」や「感染症」が数多

く発生しています。

これらの災害に直面した場合、業務の継続など法人全体で早急

に対処できるよう、「業務継続計画（ＢＣＰ）」を策定、基本方

針を定めましたので、その概略をお知らせします。

① ご利用者、職員の安全確保について

大規模な自然災害等に直面した場合、継続したサービスの提供

は困難となり、更には、深刻な人的被害が生じる危険性もありま

す。ご利用者、職員の安全を確保することが最大の役割だと考え

ます。

② 早期の事業再開について

災害発生時において、早期の復旧・事業再開を図るため、優先

業務を実施する「体制」と「対策」を事前に定めて、「業務」の

継続に向けて万全を期します。

③ 他施設、地域との連携について

「他施設との連携」では、山口市サービス提供事業者連絡協議

会の老人福祉施設間で調印した「非常災害時相互応援協定書」に

基づき応援体制の強化を図ります。併せて、相川グループ内での

連携を更に密にして行きます。


